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1. 縦隔腫蕩の 1治験例について
川名正直
本教室ではこの症例以外 3例の刻出術施行例があ
るが，それらは Neuroblastom，Retikulosarkom， 
Mesotheliomといづれも悪性であった。
症例は 26才の男子。会社員。約2カ月前から背
部鈍痛塔疾がみられレ線検査で胸部腫癌を指摘され
た。検査所見。右前縦隔に手拳大にみられ，肺，心
嚢，動脈等諸器との関係はみられない。手術所見。
右側方は右肺中葉左後方は心嚢と癒着していたが剥
離，易リ出術を施行した。摘出標本。 310g卵円形ー
房性で被膜を被り割面は嚢腫様で粥腫様のもの少量
と血性紫液性の液 200ccを含んでいた。
病理組織所見。扇平上皮， 円柱上皮， 軟骨， 筋
肉，脂肪組織と三匹葉成分があり組織診断は奇形腫
である。術後経過。一時右胸腔に惨出液の貯留をみ
たが術後4週で治癒退院して術後 2月:経7こ現在何ら
の愁訴はなく健在である。
縦隔腫蕩の統計診断症状及び奇形腫の分類発生，
手術成績等に文献的比較的考察を行った。 
2. 食道滑平筋腫の 1治験例
坂田早苗 
51才男， 10年前より，心宮部痛が出現し，本年 
1月より，悲痛が，やや増強し，慢性胃炎と云われ
ていた。集団検診で，食道の腫癌を指摘され来院し
た。レ線像では食道下部に陰影欠損があり，粘膜像
は連続的・規則的で壁の硬直像もない。食道カメラ
では門歯より 41cmの右側後壁に腫癌があり，粘膜
は平滑で出血及び潰湯の形成はみられない。
昭和 35，9，21，食道良性腫蕩の診断のもとに手術
を施行した。腫癌は鶏卵大で下部食道の右側後壁に
あったので，下部食道噴門切除左胸腔食道胃吻合術
を施行した。
易リ出標本では，腫癌は下部食道にあり，噴門輸に
接し，粘膜下にあって白色を呈する。大きさは 8.5x 
3.5x2.5cmである。
病理組織診断では，平滑筋腫であった。全治退院
した。私の調べた範囲では，本症例は，本邦に於け
る第 13例自の報告であると考えられる。 
3. 先天性肝嚢腫の 1治験例
鈴木博孝
真性肝嚢腫は比較的稀な疾患で，本邦に於ける報
告も少い。最近我々はその 1例を経験したので報告
する。症例は 42才の女子で， 食事と関係のない上
腹部不快感と膨満感を主訴として来院した。触診，
レ線的lζ肝腫の疑いで開腹せる所，肝左葉全体に多
数の嚢腫が見られ，腎lζ大豆大の多数の嚢腫を認め
た。肝左葉全別出を施行しp 腎は穿刺lととどめた。
術後経過は良好で 9カ月現在尚健在で家事に従事し
ている。組織学的には先天性肝嚢腫であった。肝嚢
腫の診断は困難である。しかし最近，腹腔鏡花より
直視下K診断された発表が 2・3あるが興味深い事
である。肝臓外科が進歩し，広汎切除をまで比較的
安全に施行される現今，弧立性嚢腫は勿論，多発性
嚢腫tと対しても手術適応ある場合は，穿刺，切開等
の保存的療法Iζ とどまらず積極的lζ外科的処置を加
えるべきと考えている。 
4. 重症貰植を伴った原発性胆管癌の 1治験例
高橋勇
最近中山外科に於いて経験せる，重症黄症を伴っ
た原発生総輸胆管癌患者lと対して，癌腫の易リ出を行
い，患者の状態から一期的に胆道を再建する事なく
外胆痩を造設し，高度の黄痘を治癒せしめた 1例を
報告した。
症例:若O喜o 62才合
主訴:心宮部膨満感及び黄症で，本年6月から黄
痘著明となり進行性l乙増悪し， 7月 22日拝頭部癌
の疑いにて開腹した所，総輸胆管癌であった。癌浸
潤高度な為，胆嚢総輪胆管刻出兼外胆痩造設術を施
行した。術後経過は順調で， 4ヵ月自の今日なほ健
在である。
